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小項目評価中項目評価 現況 中項目評価 意見、提言等

1 支持的風土を育てる学級･学年集団づくりの実践 Ｂ

2
協同する経験･伝え合う喜び･コミュニケーション能力
の育成を図る授業の工夫改善

Ａ

3 学び合いを追求する授業研究や研修会 Ａ

4
規範意識や礼儀など正しい道徳的判断力や心豊か
な生徒を育成するための道徳の時間の充実

Ｂ

5
生命等を尊重する心やいじめをいじめをいじめをいじめを許許許許さないさないさないさない態度態度態度態度などの
道徳的実践力を育てる活動の実施

Ｂ

6 道徳の授業研究や資料の開発・整備・交流 Ａ

7 保護者等への道徳の授業公開 Ａ

8 人権意識や思いやりの心の育成 Ｂ

○どの学年においても、人権教育を計画的に実施することができた。
○校内人権週間を設定して、人権に関して意識づけができた。また、毎月１１日に人権放送
に工夫を凝らし、実施することができた。
●生徒間で人権を傷つけるような言葉も散見でき、心に響く指導が今後も必要である。
●３年間を通した人権教育の系統性を見直すともに、日常的な場面（朝の会や帰りの会、
各教科の授業等）で人権感覚を高める取組が必要である。

＊道徳の授業だけでなく、人権の視点を取り入れた取り組みをあらゆる場面で創造して
いく。
＊校内人権週間はより早く企画を行い、より具体的な取り組みとなるよう工夫をする。
＊生徒の自己肯定感を高めたり、よりよい人間関係をつくったりできるように、各教科や
道徳を関連させた授業を実施する。
＊道徳教育推進教師、人権教育担当が協力し、授業などを通じて人権意識の向上、道
徳心の向上につとめる。
＊同和教育で培ってきた教育実践を生かし、人権教育を進めていく。
＊「学び合い」を推進することにより、他の生徒の発言を尊重し、思いやりの心を育て
る。
＊命を思う日（人権放送）の取り組みは継続していく。

9 いじめ問題への対応 Ａ

○●生徒会活動では、ＯＮＳ(皇子山悩み相談)プロジェクトを実施し、全校生徒で悩みに対
するアドバイスカードを作成した。アドバイスカードを校内に掲示することで啓発活動に努め
た。新たな啓発方法を検討する時期に来ている。
○いじめ事案については、いじめの疑いの段階から情報を集め、いじめ対策教員が中心と
なり、対策委員会を通して見通しをもって、迅速な対応ができた。
○６月、10月を重点月間とし、いじめ問題の対策に取り組んだ。10月14日（火）に「命を思う
つどい」を実施した。
○各学年で命の大切さを考える道徳授業を実施した。
○ネットいじめ等の対策として、情報モラル学習を1年生で実施した。
○いじめ対策推進室によるいじめ防止に関する出前講座を1年生7クラスで実施。グループ
ワークに取り組む。（6月17日（火）～6月20日（金））
○2月25日（水）ピンクシャツデー実施予定。

＊生徒会での取組も３年目を過ぎ、新たな展開が必要な時期に来ている。ささいなこと
からいじめが起きることなどをテーマにいじめ防止啓発の劇づくりなどを行いたい。
＊ＯＮＳプロジェクトは今後も継続していく。
＊ピンクシャツデーは継続し、全校生規模で実施できるよう計画する。
＊いじめにつながる人間関係のトラブルを早期に察知したり、いじめを産みやすい風土
にならないよう、生徒の人間関係の把握に努める。
＊「いじめを見逃さない」「生徒の変化を注視する」などさらに教員の感性を高めるととも
に、報告・連絡・相談を密に行い、組織で対応する。
＊いじめ対策担当教員を核にして、組織的に対応できるようになってきた。事後の確認
を怠ることがないよう真摯に取り組んでいく。

10 たくましい心と体を育てる魅力ある授業の工夫改善 Ｂ

11 体力づくりを推進する運動実践 Ｂ

12
体を動かす気持ちよさを体験させ、進んで体を動か
そうとする意欲の育成

Ａ

13 学力向上学力向上学力向上学力向上を目指した指導体制･指導方法の工夫改善 Ａ

14
教職員の指導力及び３公・３現の２原則に立った組
織的な教育力の向上

Ｂ

15 ＩＣＴ活用による校務の効率化と教育活動の質の改善 Ａ

16 保護者の子育てに対する積極的な支援 Ａ

17 保護者の悩みを聞く個別相談の実施 Ｂ

18
保護者・地域との交流や情報発信、参観、懇談会、
研修会の実施、地域人材の活用

Ａ

19 子どもの校種間交流や教員の出前授業 Ａ

20 校種間の合同研修会 Ｂ

21 校種間の授業公開、カリキュラム研修 Ｂ

○本年度より、学校アンケートに、『「学び合い」学習は効果的（授業がわかりやすくなった、
クラスの友達と仲良くなった）と思いますか。』という質問項目が設けられ、取り組みの成果
が、顕在化されたことは、ひとつ成果である。学校アンケートの結果は、概ね肯定的であ
る。
○「学び合い」の浸透については、校内研修・研究推進委員会を中心に、交流も深まってい
る。以下は、今年度の研究授業の実施結果である。
６月１０日（火）３年校内研（特設授業）　　８月　学年ごとのビデオによる研究会【全学年】
１１月１１日（火）２年校内研（特設授業）　　２月３日（火）１年校内研（特設授業）
●男女混合４人組でないと達成できない「課題」の設定、コの字型でないとつなぐことができ
ない聴き合う関係作りに取り組む必要がある。具体的には、「①自分でできる　②誰かの手
助けでできる　③できない」のうち②の課題を、徹底して設定することである。

＊「私たちの道徳」の持ち帰りにより、家庭で話し合うきっかけづくりを行う。
＊礼儀や規範意識を高められるよう、服装を考える取組である皇中ＭＡＫＥ等の活動と
の連携を図る。
＊生徒の人権感覚を養うために、心に響く教材や取組が大切である。
＊教材や取組のマンネリ化に対する工夫を行い、生徒の実態に即した課題に対する取
組の充実を図る。

Ａ

＊やれる教師だけが取り組んでいても効果
がない、やると決めたら全教科、全教室でや
ることが大事。先進校の粟津中では学校に
入った瞬間に落ち着いた雰囲気が感じられ
る。継続と持続が鍵である。
＊中学校では、教科間の違いから共通テー
マで校内研究をすることは難しいが、「学び
合い」は全員で取り組めて良い。
＊学び合いを取り入れる部分を調整し、無理
のない運用を考えていく。
＊学びの質が高まるように、工夫を重ねてほ
しい。

Ｂ

○平成２１年・２２年度に、文部科学省『道徳実践研究事業』の指定を受けた本校の積み重
ねを、積極的に活用し、伝承するように努めた。
○夏季休業には授業研究会を実施し、その成果を「滋賀教育の日」に公開授業として、保
護者の方に参観していただける取り組みに努めた。
○本校では、「学び合い」が積極的に取り入れられており、道徳においても取り入れる回数
が増えてきた。
●行事等に左右されることなく、年間計画に基づいて道徳の授業を推進することが必要で
ある。

＊学校改革を支える３つの哲学 ①公共性の哲学、②民主主義の哲学、③卓越性の哲
学 において、特に①の「公共性の哲学」を重視する。 学校は公共空間であり、 どんな
に優れた実践を行っていても、一年に一度も教室を公開していないままでは、学校全体
が改善しない。自らの授業を公開し、すべての同僚とともに 子供を育てていく必要があ
る。（公開授業の徹底）
＊「質と平等」一人残らず子供の学ぶ権利を実現し、その学びの質を高める学習の同時
追及のために、「学び合い」をさらに浸透させる。
＊「形よりも質」をテーマに、「課題の設定、授業の出だしの工夫、支え合う関係を作るこ
と」などを重点課題とし、これからは生徒主体の授業を目指す必要がある。
＊研修部の部員を増員し、研究体制の充実を図る。
＊次年度は３年目を迎えるので、今までの「学び合い」の軌跡をまとめる。
＊「学びの共同体」の研修会へ行き、研鑽を積む。
＊授業参観の機会を通して、保護者に「学び合い」についての理解を図る。
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Ｂ

○授業開始時に５分間走とトレーニングを継続して実施した。回数をこなすだけの筋力ト
レーニングではなく、トレーニング方法を細かく説明することでトレーニング効果を高めること
ができた。
○持久走などでランキングを発表することで、生徒の意欲を高めることができた。
○新体力テストの結果の分析を行い、自己の体力の現状把握を行った。今後の目標づくり
に役立った。

Ｂ

＊近年の生徒は、発達のバランスが悪くなっ
ている。基本的な体力強化につながる運動
に苦手意識があるので、バランスよく基本運
動を取り入れるべきである。

項目 観点
自己評価 学校関係者評価

4

学学学学びびびび合合合合いいいい
（（（（協同的協同的協同的協同的なななな学学学学びびびび））））

道徳教育道徳教育道徳教育道徳教育のののの充実充実充実充実

体力体力体力体力づくりづくりづくりづくり

Ｂ2

1

今後の学校改善に向けて

Ａ

＊ＰＴＡ活動が、学校の子育て支援において
貢献ができたことは光栄である。保護者と学
校の信頼関係を築くことは、互いの努力が不
可欠である。
＊アンケートの回収率はかなり高く、関心の
高さを感じた。アンケートにより意見聴取は有
効である。
＊小学校のＰＴＡ役員をしていた時は、中学
校の敷居が高く感じた。小中連携が大事であ
ると感じた。
＊地域懇談会は貴重な意見を聞く場である。

＊保護者対象の研修会を実施する際には、周知方法の工夫が必要である。
＊今年度スマホ・携帯電話問題に取り組みをはじめ、「皇中の家庭ルール」の賛同家庭
を募るところまで実施できたので、次年度も継続的に取り組む必要がある。
＊保護者同士の交流やつながりを密にするきっかけとして、1学期に二度学級懇談会を
実施する。
＊スクールランチミーティングや保護者のアンケートは、保護者の思いを聞く手段とし
て、次年度も継続する。
＊保護者が学校に足を向きやすくする工夫をPTAとともに考えていく必要がある。

＊道徳教育の根底の部分は家庭が担うもの
である。紙面を使って授業を積み重ねても、
すぐに結果が出るものではない。幼稚園や小
学校で徹底的にやるべきである。
＊礼儀や規範意識については、繰り返して話
していくしかない。心に響く工夫が必要であ
る。
＊会津藩の掟のように「だめなことはだめ」と
いつの時代にも通じる不易の部分をもっと大
切にしてほしい。

A

5 A

○基礎学力の確実な習得や定着を図るため、各教科ならびに学年で学力向上策を検討し、実践
することができた。また、「学習のてびき」を作成し、今後活用していく。
○各学年で補充教室やテスト前の質問教室、長期休業中の個別補充学習をすすめ、基礎学力の
定着を目指した。
○学び合いの授業デザイン作成、授業参観や学期に一度講師を招いての研修会、夏季休業中の
研修会、教科部会を通じて教職員の指導力の向上に努めることができた。
○今年度から校務支援システムの導入により、操作上戸惑うこともあったが、校務分掌や成績処
理等の効率化を図れた。また、デジタル教科書や映像資料を活用したICT活用授業を進めることが
できた。
●学力向上に関して、保幼小との連携をさらに行い、９年間の義務教育を見通した学力向上策を
構築する必要がある。

Ａ

Ｂ

○保幼小中連携事業として、生徒会を中心に４小学校の新入生対象の入学説明会を実施
した。
○志賀小、長等小においては出前授業を実施した。また、藤尾小と比叡平小の児童を本校
に招いて、中学校で授業体験を実施した。
○キャリア教育をはじめ、サマーボランティアや家庭科の保育実習で幼稚園、保育園でお
世話になった。
○７月31日（木）に中学校ブロックの教職員を対象とした合同研修会（講演：子どものネット
と人権～求められる大人の役割）を講師（神月紀輔　ノートルダム女子大学教授）を招いて
実施した。
○皇子山ブロック教育実践研究会において、６部会に分かれて、授業交流会を実施し、校
種間交流を行った。

Ｂ

6
家庭家庭家庭家庭・・・・地域地域地域地域とのとのとのとの
連携連携連携連携

A

○ＰＴＡ主催の子育て研修会を二度実施した。1回目は、本校のスクールカウンセラーより
「思春期の子どもの特性と大人の接し方」について講話いただいた。２回目は「情報通信機
器が子どもの発達に与える影響と対応策」と題して講師を招いて実施した。
○スマホ、携帯に関するアンケートを実施し、利用マナー等に関する家庭ルールを提案い
ただく予定である。
○保護者からの意見や悩みを聞く場として、１，２学期末に懇談会を実施したり、個別には
随時電話や家庭訪問で対応をしてきた。スクールカウンセラーへの相談件数も増加した。
○１学期に保護者同士の顔合わせを目的として、学級懇談会を実施した。また、ＰＴＡ主催
のスクールランチミーティングを実施し、保護者間の交流を通して貴重な意見を聞くことがで
きた。
○夏季休業中に４学区に分かれて地域別懇談会に参加し、保護者の意見を聞くことができ
た。
○平成２４年度からのPTA活動が評価され、優良団体文部科学大臣表彰を受賞した。

育
ち
と
学
び
を
支
え
る
連
携

＊４つの学区の連携が難しいと感じることが
ある。
＊中学校は思春期という難しい時期であり、
接続をスムーズに行うためにも、小中連携が
大切である。

・保幼と小、小と中、保幼と小と中の縦の繋がりだけでなく、生徒指導・生活指導等に関
しては保幼同士、小学校同士等横の連携をもっとつくる必要がある。例えば小学校、中
学校の学校生活のルールを交流する機会を設けるなど、新たな取り組みを積極的に
行っていきたい。
・教師の合同研修をすすめ、発達段階に応じた教育活動について共通理解を図る必要
がある。
・子どもたち同士の繋がりは深まってきているが、教師の連携についても今後もっと考え
ていきたい。

3 人権教育人権教育人権教育人権教育のののの充実充実充実充実 Ｂ

＊「学習のてびき」の活用などにより、家庭との学習連携をより強め、家庭学習の充実を
図る。
＊「学び合い」学習の授業研究をすすめ、生徒の知的好奇心を揺さぶり、学ぶことの楽
しさや自ら進んで学習する意欲が芽生える学習指導を模索する。
＊各教科でドリル的な反復学習を進めたり、県総合教育センターのガッテンプリントを効
果的に活用していくことで、基礎学力の充実に努める。
＊言語活動の充実に努め、思考力、表現力の伸長を図る。
＊全教職員がデジタル教科書や映像資料などのＩＣＴの活用をより積極的に推進する。
＊校務支援ソフトやSKY　SCHOOLのさらなる活用で事務効率に努める。
＊中学校区内の小学校とも連携し、家庭学習の方法など９年間の義務教育を見通した
学力向上策を構築する

7
保幼小中保幼小中保幼小中保幼小中のののの
連携活動連携活動連携活動連携活動

指導改善指導改善指導改善指導改善
（（（（組織的組織的組織的組織的、、、、計画的計画的計画的計画的））））

＊新体力テストの分析等を参考にして、自己に足りない体力を高めるトレーニングを取
り入れていくなど、個人の目標設定を行う機会を確保する。また、各単元の主運動につ
ながる補助運動に取り組むことで、体力強化につながる基本運動を取り入れていく。
＊持久走に対する取組においてランキングを発表することで、上位層は自分の順位に
関心を示し取り組めたが、苦手意識を持っている生徒も多く、記録の変化を示すなど個
人内評価を取り入れるなどの工夫により意欲を高めたい。

＊家庭学習の時間の確保が大切である。習
慣化することが何よりも大切である。学習の
手引きはその参考になる。
＊塾に行くことで学習姿勢が受け身になって
しまう傾向にある。学校は、学ぶことの楽しさ
を教えていただき、どうすれば能動的に学習
に取り組めばよいか教えてほしい。
＊将来社会に出るにあたって、必要不可欠
な学力を身につけさせてあげてほしい。

＊完全に相手を傷つける言葉をなくすことは
難しい。子どもの世界だけきれいにすること
はできることではない。
＊以前は人権教育といえば、同和問題が中
心であったが、最近は幅広く人権学習をする
中で、知識の理解がどこまで浸透しているの
か心配な部分もある。
＊上記の「学び合い」を推進することは、子ど
もがお客さんにならない授業を行ったり、授
業中に他の生徒の発言を尊重する雰囲気を
作ることができ、人権教育の基礎作りにな
る。
＊いじめの対応は、重点的に取り組めてい
る。しかし、いじめのみが突出して扱われて
いる感が否めない。すべて大人が介入するこ
とにより、自己解決能力を妨げることになって
いないか心配している。

Ｂ



Ｎｏ．２

小項目評価中項目評価 現況 中項目評価 意見、提言等

22
いじめや暴力行為、不登校等生徒指導上の諸課題
の早期発見、日常的な予防指導

Ｂ

23 生徒指導・教育相談体制の確立と組織的な推進 Ａ

24
６つの約束の徹底（家庭・地域・関係機関との連携に
よる指導）

Ｂ

25
皇中環境宣言や服装規定の継続的な見直しと主体
的・自立的な生徒会活動の充実

Ａ

26 個別指導計画の作成と活用 B

27 組織的・計画的な特別支援教育体制の確立 A

28 関係機関と連携した相談体制の充実 Ａ

29 学校公開・ホームページ・学校通信による情報提供 Ａ

30
防災教育の推進と危機管理マニュアル・個人情報取
扱い規則の周知徹底、メール配信システム等の充実

Ｂ

31
学校・保護者・地域関係者によるあいさつ運動や安
全パトロールの実施

Ａ

32
落ち着きのある学習環境の構築と施設・設備の充
実、安全点検の実施

Ｂ

11 学校満足度学校満足度学校満足度学校満足度 33 生徒の学校満足度 Ａ Ａ

○７月、１２月の生徒アンケートで、「学校生活は楽しいか」という質問に対して、肯定的な
評価がともに８７％、８８％であった。 Ａ

＊楽しいことは何よりだが、今後は「楽しいの
質」にこだわってほしい。

＊皇中に誇りを持ち、いきいきと活動できる学校となるよう、「楽しさの質」にこだわって、
さまざまな教育活動を推進していきたい。

達成度 指　　　　標

Ａ 満足できる

B どちらかというと満足できる

C どちらかといえば課題がある

D 課題がある

安全安心安全安心安全安心安全安心なななな学校学校学校学校 Ａ

○学校の情報提供は、概ね通信やホームページ等で行った。ホームページの更新をこまめ
に行い、トピックスのコーナーを新設した。月に１週間、学校公開週間を設定したが、来校者
も少なく、２学期末からは月に１度授業参観日を設定した。
○避難訓練を学期に一度実施し、その際に防災に関する学習を実施した。教員についても
消火訓練を実施した。
○メール配信システムには多数の保護者が登録いただき、緊急時の連絡に役立った。
○毎朝の地域の見守り活動には、本当に感謝している。
○９月２１日滋賀県総合防災訓練の会場として、本校体育館にて避難所訓練を実施した。
生徒の動きには地域から賞賛の声をいただいた。
○大規模改修２年目を迎え、学習環境としては厳しい状況にはあるが、古い校舎や仮設校
舎から新しく完成した校舎に移転した２，３年生は落ち着いて学習に臨んでいる。
○●７月、１２月に実施した生徒アンケートにおいて、「学校は安全・安心で、落ち着いた学
習環境の中で学習ができていますか」という質問に対し、肯定的な評価は昨年度は７月は
５２％、１２月は５８％、今年度入り６１％と若干上向きになったことは評価したい。ただ、ま
だ満足できる値でないので、努力を重ねたい。
●危機管理マニュアル、個人情報取扱い規則は年度当初に周知し、徹底を図ったが、避難
訓練では教員の動きに課題が見られた。

＊２学期以降、生徒のさまざまな問題行動が発生しているが、生徒個々への深い関わ
りをもってきたことや地域や関係機関との連携を密に図ってきたことで、現在の状況が
維持できていると思われる。
＊スクールカウンセラーが常駐している利点を生かし、より専門的な助言を求める姿勢
が大切である。
＊常に危機意識を持って、組織的に生徒指導に取り組んでいくことがこれからも大切で
ある。
＊家庭訪問を大切にしながら、これからも足で稼ぐ生徒指導を継続していく必要があ
る。
＊問題の早期発見・早期対応に努めるため、情報伝達およびルートを再確認する。
＊いかなる状況であっても、情報伝達や連携がスムーズに図れるよう、職員の意識向
上と組織の強化を図る。
＊服装プロジェクトについては、新制服制定に向けて多くの意見を取り入れながら推進
するとともに、皇中ＭＡＫＥにより現行の服装についても意識を高める取り組みを実施す
る。

○●生徒の困り感を和らげるための支援について、保護者と連携し、スクールカウンセラー
の助言のもと個別の指導計画を作成し進めることができた。夏の研修会で作成にあたって
のポイントをスクールカウンセラーより受けて改良できたが、指導計画の有効活用にむけて
校内組織としての体制を確立し、工夫することが必要である。
○スクールカウンセラーの常駐により、専門的な視点から生徒を観察したり、保護者に適切
に助言をいただいた。他機関との連携等もスムーズに進めることができた。
○●就学相談では、期日に難があり、厳しいところもあったが、保護者との連携のもと進め
ることができた。
○巡回相談では主に支援学級の生徒にスポットをあてることができた。 Ａ

＊スクールカウンセラーが方向性を示してい
ただいているケースが多くあり、専門家の助
言がいただける体制はありがたい。
＊限られた体制や時間の中で、学校の努力
は感じる。
＊発達の課題のある生徒を支える体制づくり
を教員間の共通理解のもと、進めることが大
切である。

＊生徒の困り感を和らげるための支援をどのようにしていくかについて、教職員が常に
意識する雰囲気作つため、研修会を計画する。
＊スクールカウンセラーの助言のもと、個別の指導計画の作成・活用、他機関との連携
を保護者の思いに寄り添いながら組織としてできるよう体制作りを進める。
＊個別指導計画の効果的な活用に向けて、効果のあった支援について教師間が情報
交換を行う。
＊巡回相談を利用し、支援学級についても支援のあり方を検討していく。
＊特別支援教育の視点に立った授業改善を行う。
＊特別支援の校内研修の回数を増やし、教職員の特別支援教育に関する力量を高め
る。
＊小中高の連携を密にし、スムーズな支援ができるようにする。
＊６月の就学相談に向けての取り組みを早期から始める必要がある。

今後の学校改善に向けて
学校関係者評価

評定(達成度）の目安

9
特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育のののの
充実充実充実充実

Ａ

Ｂ

○定例の生徒指導部会、教育相談部会の充実を図り、情報の共有や対策等、校内の生徒
指導体制の整備に努め、問題の早期発見・解決に努めた。
○各学年の生徒指導が、生徒の発達段階を考慮しながら、主体的に取組を進めることがで
きた。
○SCの常駐校として教育相談の充実を図り、不登校生徒対象の別室を開室した。
○地域と学校が連携してあいさつ運動に取り組み、生徒を見守ることができた。
○現在の服装規定になって１6年が経過し、見直しをかけるため、皇子山服装プロジェクトを
立ち上げ検討を重ねてきた。教師間での協議を重ねながら、生徒会の「皇中MAKE」の取組
を通して、現在の服装規定と現状を見つめ直してきた。１月１９日に臨時生徒総会を開催
し、新しい制服制定への方向性を確認した。平成２８年度新制服制定に向けて、意思統一
を図った。
○生徒会活動は、いじめのない学校、ゴミのない学校、あいさつのできる学校を目指して、
常時活動の充実に努めた。
●学校での指導を繰り返し、関係機関にも助言を得ながら対応しているが、なかなか改善
が見られないケースもある。

項目 観点
自己評価

Ａ

＊県の総合防災訓練では、長等学区の方が
400名以上体育館に避難する訓練であった
が、中学生のボランティアが本当によく動い
てくれた。多くの称賛の声を聞き、誇らしい気
持ちになった。
＊安心安全な環境づくりは、学校の安全配
慮義務を果たす上でも、大変重要なことであ
る。ＰＴＡとしても、保護者の目から見て改善
してほしいことを要望書として、市教委に提
出した。少しずつでも改善してもらえれば、あ
りがたい。
＊通信での発信は、見てもらえてこそ効果が
得られる。内容の工夫とともに、配布手段の
工夫もすべきである。
＊保護者との交流は、学校から保護者への
直流ではいけない。保護者から学校への意
見を受信することが大切である。
＊学校公開週間は、参加者は少ないようだ
が、学校の敷居を下げる意味でも継続してほ
しい。一週間の公開期間に普段の生徒の姿
を見てもらえる機会は保証すべきである。

＊学校だよりや学年通信は定期的に発行できているので、生徒が家庭に確実に持って
帰って保護者の目に触れるよう工夫をしていく。
＊ホームページについては、更新回数を増やすなど努力をしたが、さらに親しみが持て
るよう工夫を凝らしたい。
＊防災教育の充実を図り、避難訓練等の意識付けをしっかり行う。地域の防災訓練へ
の参加なども積極的呼びかけたい。
＊今年度の見守り活動を継続できるよう、生徒会活動によるあいさつ運動の充実を図る
とともに、ＰＴＡ活動や地域の方々にも協力をお願いしたい。
＊次年度の途中で大規模改修が終了し、学習環境も整備されるので、授業を大切にす
る取り組みを教員一丸となって進めていく。
＊毎月の安全点検は複数の目で行い、危険箇所等の早期発見に努めたい。
＊安全・安心な環境づくりは、学校教育の根底にあたるものであり、このアンケート結果
を真摯に受け止め、さらなる改善を図りたい。10

Ｂ

＊問題行動は多岐にわたり、教師の対応の
難しさを感じる。精神的に不安定さを抱える
生徒も、思春期を迎え増えてくる中、専門的
な知識を持った方の意見を聞くことも大切で
ある。
＊先生方は放課後大変忙しいとは思うが、
生徒の話をしっかり聞いてあげてほしい。ス
クールカウンセラーへの相談にはまだ抵抗の
ある生徒もいる。
＊皇中ＭＡＫＥによる生徒会の活動は、子ど
もたちが自分の状況を見直す上でも、本当に
良い機会だと思う。
＊生徒から学校を元気にする声がもっと上
がってほしいと期待している。
＊生徒会では執行部と一般生徒の壁をどう
乗り越えるかが課題である。

8
生徒指導体制生徒指導体制生徒指導体制生徒指導体制のののの
充実充実充実充実
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